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CULTURE

全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たちに
どう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでも
さまざまなニュースを紹介しています。

　個人向けのコロナ支援として、各自治体
がキャッシュレスによるポイント還元事業や
商品券の販売・配布を実施している。伊丹
市と豊中市では、キャッシュレス決済
「PayPay（ペイペイ）」利用者に支払額に
応じたポイントが還元される事業を展開（伊
丹は9月、豊中は10月のみ）。また豊中市と
吹田市では、プレミアム付き商品券の販売
を決定。豊中は年齢や使用店舗によってプ

レミアム率が異なり、最大で6,000円分の
商品券を3,500円で、吹田は10,000円分
の商品券を7,000円で販売する（9月中旬
時点）。箕面市では一足早い7月末から、
「箕面お買い物割引券」2,000円分を全世
帯に配布。年末まで使用でき、9月11日時
点での同券使用額は9,300万円という。購
入条件や使用期間、利用店などの詳細は
各自治体のホームページなどで確認。

SOCIAL 各自治体　
ポイント還元や商品券でコロナ支援

　吹田市のマンション「ミリカ・テラス」で
は、管理組合内に住まい充実を図るため
のコミュニティ運営委員会がある。その取
り組みの1つである「FOOD TRACK」
は、週替わりで3～4つのキッチンカーをマ
ンションに招き、住民にお出かけ気分を楽
しんでもらおうというもの。
　元々はコロナ禍で外出を控える住民に
対し、「マンションコミュニティを有効活用
して何かできないか」と考えたことがきっか

けだ。緊急事態宣言中からオンラインで
のうどん作り体験などを催す中で、グリル
サンドとカキ氷を提供するキッチンカー
「The kitchen」の髙村さんと出会い、6
月末からほぼ毎週開催している。
　「住民に喜んでもらえる上、困窮する地
域の飲食店のためにもなる。今後はマン
ションの価値向上を通して、地域貢献の
モデルとなっていけたら」とコミュニティ運
営委員会の乗富さんと坪井さんは語る。

（右から時計回りに）
コミュニティ運営委員
会の乗富さん、坪井さ
ん、The kitchenの髙
村さん

マンションにいながらお出かけ気分　
笑顔を運ぶキッチンカー

　能勢・豊能地域で唯一の高校・能勢
高校（能勢町上田尻580）が再編され、
2020年に3学年とも豊中高校能勢分校
の生徒となった。同校は定員割れが続き
一時は廃校も心配されたが、文部科学
省からSGH（スーパーグローバルハイス
クール）※に指定されるなど、町ぐるみの
応援もあって存続を果たした。そんな先
輩や町民の想いを引き継ぐ生徒たちが
次に挑むのは、「エネルギーを軸とした地
域の経済循環」。高校を中心に動き出し
たまちの姿を追った。

― 5年前の快挙

　少子化や人口流出に歯止めがかから
ず、存続できなくなるおそれがある自治体
「消滅可能性都市」と言われる能勢町。
2016年には小中学校合わせて7校が小
中一貫教育校に統廃合され、能勢高校
も10年連続で定員割れとなり廃校の危
機に直面した。一方で、それより以前の
2002年に文科省から中高一貫教育推
進校の指定を受けると、3年間の研究を
経て府内初の連携型中高一貫校・総合
学科をスタート。2014年にSGH事業を
踏まえた「SGHアソシエイト校」に認定さ
れた後、マレーシアの高校との姉妹校提
携、農業の6次産業化、商品開発、養蜂
の授業の特色化などのプログラムを展開。
これらの取り組みが評価されSGH認定
へと繋がった。また有志による「能勢高校
を応援する会」（現在は「能勢の高校を
応援する会」）の尽力もあって豊中高校
能勢分校として教育活動を継承すること
に。定員割れが続く厳しい状況ではある
が、地域で唯一の高校の存続に町は歓

喜に沸いた。

― 教育現場と連携した
　 電力事業の推進

　しかし、これで安心できる訳ではない。
過疎化が進む地域は、若年層が地元を
離れると戻らないことが多く「人材のサイ
クル」ができないため、一層過疎化が進
むというスパイラルに陥りやすい。町は
「高校生までに地元を知り、親しみを持つ
ようになれば、将来的に地域を支える人
材となったり、Uターンで戻ってくる可能性
も高い」と考え、同校を重要な「人材供給
拠点」と位置付けた。同時に地域の魅力
を向上させるため、地元に還元できる電
力事業を推進することに。教育現場と連
携した取り組みを開始した。
　注目したのは町の8割を占めるという広
大な森林。間伐材などは、薪やペレットに
加工して熱源にしたりガスを発生させたり
することによって電力を得る「バイオマス
発電」に利用できる。放置された森林は
土砂災害を引き起こす危険性もあるため、
バイオマスへの利用が実現すれば、防災
にも繋がると考えた。

― 自治体が電気エネルギーなど提供
　 「シュタットベルケ」

　地域振興とエネルギー事業を結びつけ
るキーワードは「シュタットベルケ」だ。シュ
タットベルケとは、ドイツにおいて自治体
が出資する地域事業者が電気やガスな
どを提供し、その収益で住民サービスを拡
げる公益企業で、日本の地方自治体でも
注目が集まっている。日本版ではシュタッ

トベルケの考え方を元に、自治体が主体
となり、地域の特徴に応じた再生エネル
ギーやサービスを導入する。結果、地元へ
の還元や雇用の創出など地域課題の解
決に貢献するほか、新たな経済循環も生
まれるという。上森一成町長は「エネルギ
ーと食料の自給率が100パーセントを超
えれば、これほど強い町はない」と期待を
寄せる。
　高校では、環境省や専門家などを招い
て公開講座を定期的に実施し、地域のエ
ネルギー事業やドイツの現状、シュタットベ
ルケなどの理解を深めてきた。ワークショッ
プでは高校生自ら地域エネルギーの利用
方法について議論を重ね、小中学校でも
出張授業を実施。昨秋には2年生4人と
上森町長を含む視察団がドイツへ行き、シ
ュタットベルケや、森林と生活が密接にか
かわるドイツの教育、文化などを学んだ。

― 8月に電力会社設立
　 今後は公共事業体を推進

　生徒らは5年間、地域課題と向き合い
エネルギー事業に希望を見出してきた。こ
れらの経験をきっかけに、地方創生やグロ
ーバルリーダー、また能勢での起業を目指
す卒業生も出てきている。今年8月には能
勢町・豊能町が地域の民間団体と組んで
新電力会社を設立。まずは再生可能エネ
ルギーとして、太陽光パネルの設置や電
力の買い取りなどを実践していくという。能
勢のシュタットベルケは公益公社の運営
だけでなく、若い起業家などを生み出す公
共事業体としての役割も見据える。高校
も参加してまちの課題解決にアイデアを
出すなど地域貢献していくという。能勢の
エネルギー事業は始まったばかりだ。高校
生たちの今後の活躍にも注目したい。

豊中高校能勢分校
次の挑戦はエネルギー事業での経済循環
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2019年9月のドイツ・ブロリン市研修旅
行では、シュタットベルケでバイオマス発
電について詳しく学んだ。

2018年の春から各機関の
専門家を招いて定期的に公
開講座を実施。今では小学
生でも「シュタットベルケ」を
知っているとか。

研修旅行や里山学習など、シュタットベルケにつ
いて学ぶ高校生たちの姿は、テレビでも多数放送
された。地域協働推進（グローカル型）事業のメイ
ンメンバーとして活躍する中植航太さん（3年＝写
真左）は、今ではちょっとした有名人。

　今年6月、豊中市に調剤薬局と本屋が
ひとつになった店がオープンした。一見する
と普通の調剤薬局だが、店先の黒板には
「本棚替えしました」の文字が。運営するの
は薬剤師の瀬迫貴士さん。店名には「人生
が変わるような1ページに出会ってほしい」と
の思いを込めた。
　瀬迫さん自身、就職活動をきっかけに本
を読み始め、本との出会いが人生を変えて
きた。店をオープンするきっかけになったのも、
大学の後輩と挑んだ「1ヵ月100冊読書」。
チャレンジする中で、人からおすすめの本を
紹介してもらったり、文学バーを訪れたり、本
を介したコミュニケーションの楽しさを知った。
　次第に「もっと本に関わりたい」と思うよ
うになり、薬局を出店するタイミングで、本

屋と融合させた店にしようと決めた。
　店には約1,000冊の本が並ぶ。「薬局に
本を置くことで、偶然の出会いを提供した
い」と、薬や健康に関する本はあえて置かず、
絵本や小説、料理本など「普通の本屋」の
品ぞろえにこだわった。
　薬を待つ間、親子が絵本を手に取ったり、
本を売っていると知って、遠くの病院の処方
箋を持った人が訪れたりすることも。瀬迫さ
んは、「処方箋がなくても、気軽に来てもらえ
たら」と話している 。

CULTURE 調剤薬局と本屋をひとつに　
豊中に「ページ薬局」がオープン

　秋の味覚はいろいろありますが、栗を話
題にしてみましょう。お店では、茶色い粒で
売られていることが多いと思うのですが、木
に成っている実は、鋭いイガで覆われた殻
の中に入っています。ひとつの殻の中に、
実はいくつ入っていますか？
　『万葉集』が収める柿本人麻呂家集の
中には、

　松反りしひてあれやは三栗の中上り来ぬ
　麻呂といふ奴　
　松反　四臂而有八羽　
　三栗　中上不来　麻呂等言八子

　と詠まれた歌が残されています。三句目
に「三栗」とあるので、ひとつのイガの中に
三つの実が入っています。真ん中が大きく
育つので、「中」へとかかる枕詞として使用
されました。
　この歌には、夫が先に、

　雪こそは春日消ゆらめ心さへ消え失せた
　れや言も通はぬ
　雪己曽波　春日消良米　
　心佐閇　消失多列夜言母不徃来

　と詠んでいます。「雪なら、春の日差しに
とけて消えてしまうだろうが、（あなたは）心

まで消えて失ってしまったのですか、言葉も
かけてくれなくなって」と、妻への不満を歌
にしてぶつけました。これに妻が、「（鷹は）
松に返るというのに、（この人は）ぼけてし
まったのかしら。イガの中に三つある栗の
実は、真ん中が立派であるのに、（途）中で
私の所へ上って来もしないで（文句ばかり
言っているわ）、しょうもない麻呂という奴
ね」としっぺ返しています。「上り」とあるの
は、夫が地方赴任をしているようで、報告
などの折りに都へ上り来ることを指してい
ます。この時、自身のもとへ立ち寄らない
夫に「麻呂の奴め！」と怒っています。
　「夫婦喧嘩は犬も食わない」といいます
が、作者のお二人には、「どうぞそのまま、
栗でも食べてお幸せに」と、いって終わるこ
とのようです。万葉歌に用いられる比喩表
現は、生活感にあふれています。

実はいくつ？

梅花から「令和」を込めて

（巻9・1783番歌）

（巻9・1782番歌）

現代訳から原文までを用いて『万葉集』に文学を
楽しむほか、『古事記』や『日本書紀』等に日本神
話や説話、古代史をわかりやすく読み解く。中京
大学大学院修了 博士（文学）。
著書に『大伴家持論 文学と氏族伝統一』おうふう 
1997年、『万葉集編纂論』おうふう 2007年、『北
大阪に眠る古代天皇と貴族たち 記紀万葉の歴史
と文学』梅花学園生涯学習センター公開講座ブッ
クレット 2010年。ほか執筆・講演・講座多数  

梅花女子大学教授  市瀬 雅之

まつがへ みつぐり なかのぼ こ

はるひ

せさこ

こと

※SGH（スーパーグローバルハイスクール）：将来、国際的に活躍できるグローバルリーダーの育成を目的に、文部科学省が指定
する制度で期間は5年間。2014～16年の間で123校が指定。2019年度からは後継事業となる「地域との協働による高校教
育改革推進事業（グローカル型）」が開始。能勢分校は、今年度この事業の「事業特例校」として3年間の指定を受けている。

まちと高校が提案する「能勢版シュタットベルケ」

これまで

まちのそとの
エネルギー会社

でんき代

でんき代

暮らしやすさ

まちの
課題解決 高等学校 データと

学びの場の提供

知恵の提供

これから

まちの
エネルギー会社

わかもの世代と
知恵の協力

瀬迫さんセレクト
読書の秋におすすめの3冊

村山由佳著
「ダブル・ファンタジー」（上・下）／文春文庫
原田マハ著
「楽園のカンヴァス」／新潮文庫
ハ・ワン著、岡崎暢子訳
「あやうく一生懸命生きるところだった」／
ダイヤモンド社

ページ薬局

https://page.friend-ltd.com/

豊中市蛍池東町2-3-6　シャンティー今谷101　
営／月火木金9時半～18時半、土9時半～12時半、
　　水日祝定休
アクセス／大阪モノレール線蛍池駅から徒歩4分、
　　　　 阪急宝塚線蛍池駅から徒歩3分


